
  
 
 
 

 

 

今回は、市電天文館駅より徒歩４分、天文館通から一本入った千日町にあ

ります「上新ビル」というﾏﾝｼｮﾝです。 

間取りは、２Ｋ～２ＤＫタイプでゆったりとした広さのあるお部屋です。キッチ

ンのシンクや洗面台、エアコンなど入居者に喜ばれるよう、新品にリフォーム

されており、とっても綺麗なお部屋です。収納もたっぷりとれて、日当たりも

いいのでお二人暮らしの方にもおすすめのお部屋です。また、エレベーター

や防犯カメラなども設置してありますので女性や高齢の方にも安心です！１

階は駐車場になっており、お車を灰や雨からも守れます。広い駐輪場もあり

ますので、バイクをお持ちの方もご使用できます。 

現在は、住居のほかに事務所・店舗としても使用できるようになっております

ので、エステやネイルサロンなど個人でされる方にも最適だと思います。 
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賃貸マンションご紹介します！ 

池口正和1995年、現像所で働きながら、ｽﾄﾘｰﾄ写真

を撮り始める。2005年、猫の魅力に取りつかれ、九州の

島猫を撮影開始。2008年、東京の猫を撮りたい思いが

つのり、上京。人物、猫撮影を中心に、雑誌、展覧会な

ど、精力的に活動中。 

 鹿児島市上荒田町28-16(1F) 
 Tel 099-296-8716   Fax 099-296-8758     

 ◆営業時間◆ 9：００ ～18：００ 

   

今回、ご紹介するお店は弊社で店舗をお借り頂き、今年２月にOPENしたお花屋さん 
【ソワレ ド フルール】です♪ 
オーナーの宮原様は鹿児島市草牟田にある宮原生花がご実家でいつもお花に囲ま
れた生活をされており、物心のついた頃からお店のお手伝いもしていました！ 
高校卒業後、福岡で修業し、ご実家の宮原生花に戻り、お花の知識や 
アレンジの技術等を勉強して１５年たった今日、念願のお店をもちました♪ 
 
【花のある生活をあなたへ。】 
フランス語の造語になりますが、「ソワレ」は夕方、「フルール」は花という意味です。 
一日の終わりを告げる夕方は溶けていく様に消える美しく儚いものです。 
それはどこか花の一生に似ています。 
そんな一秒一秒を全力で生きている花を一番輝いている状態でご提供します。 
 
お店の名前には宮原様の花とお客様を思う気持ちがこもっています！ 
冠婚葬祭・母の日・父の日・お祝いなどに最適なプレゼントを！ 
※実は僕が結婚式をする時は宮原様にお任せする約束です(*^^)v 
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秋元ワタリ1977年生まれ。2008

年、池口正和氏の作品を観て衝撃

を受ける。以降、ﾃﾞｼﾞﾀﾙ一眼ﾚﾌを

購入し、本格的に野良猫写真にの

めり込む。2009年7月より、ﾌﾞﾛｸﾞ

「東京猫語り」に参加。現在、「東京
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スペイン巡礼の旅 

先日、お客様との会話の中で、最近亡くなられた御主人が、生前スペイン巡礼の旅を計画されていたと聞いて、私の身近に

もスペイン巡礼の旅に興味を抱いている人がいるんだとビックリしました。 

スペイン巡礼の旅とは、スペインの北西端にある都市サンティアゴ・デ・コンポステーラ(キリスト教三大聖地の１つ)を目指し、

フランス南西部より続く全1170ｋｍの道(途中どこからスタートしてもよい)を歩く、言わば「スペイン版 お遍路」です。毎年世

界中から集まった約10万の人々が思い思いの自由なスタイルで巡礼の終着点であるサンティアゴ大聖堂を目指す旅です。 

巡礼の道には、それぞれ拠点の街があり、そこの巡礼事務所で名前を登録し巡礼者の証明となる手帳を受け取ります。巡

礼者の数が増えると共に、道沿いには無料の宿泊所(11世紀の礼拝堂を修復した宿泊所もあるそうです)が整備されていて

自由に宿泊できるということです。 

私がスペイン巡礼の旅に興味を抱いたのは、フランス映画「サン・ジャックへの道」を観たからです。映画はフランス南東部

の街、ル・ビュイから出発し、ピレネー山脈を越えてスペインへ入り、ひたすらサンティエゴ大聖堂を目指すという内容で、途

中景観が非常に美しく、私もどうしても歩いてみたいと思いました。ちなみに、サンティアゴは聖ヤコブのスペイン語、フラン

ス語ではサンジャックとなります。 

又「サン・ジャックへの道」を観て思い出したのが、30年以上前の大学生のとき、東京の日本橋を起点に三重県の伊勢神宮

まで約2週間かけて歩いてお参りに行った記憶でした。 

当時私は空手道部に所属しており、部の伝統として伊勢行軍という行事が毎年行われていました。空手部より選ばれた3人

で、学帽、道着、袴、ゲタ(ゲタは行軍初日だけで、後はビーチサンダル、草履の代わり)の姿で、ひたすら伊勢神宮を目指し、

東海道53次を歩き、お参りをするという現代版のお伊勢参りです。 

1日に約40ｋｍ歩き、宿(当時は各宿場町に小さな宿がありました)又は、OB宅へ宿泊しました。今でも思い出されるのが、鶴

見の生麦事件の石碑(ここで薩摩藩士がイギリス人を殺傷したことを思い)、箱根越えの時は、江戸時代より残る石畳の道を

歩き、又、富士市田子の浦では、自然と山部赤人の田子浦ゆの和歌がでてきたり、三重県の桑名市では「その手は桑名の

焼き蛤」という言葉をなぜか口ずさんでいました。 

今考えると東海道を2週間歩いたことで、地域によって言葉、アクセントの違い、 

その土地特有の食物、歴史、史跡に直に触れることができた非常に貴重な体験 

だったと思います。 

今、私の予定では近いうちに必ず、スペイン巡礼の旅へ出たいと考えています。 

ピレネー山脈を越えるのは大変なのでピレネー山脈の麓あたりより出発して、 

時間をかけスペインの景色を楽しみ、色々な国の人と出会いながら、サンティ 

星野俊光1963年生まれ。会社員。2005年より「東京湾

岸のねこたち」にﾃｰﾏを絞り撮影。2007年、ｷｬﾉﾝｷﾞｬﾗﾘｰ

全国6会場で個展開催。2010年も新宿ｴﾌﾟｻｲﾄ、ｷｬﾉﾝｷﾞｬ

ﾗﾘｰ新宿、梅田などで、写真店を続々開催。 

先日我が家のトラがブログを始めたことに

合わせて、今回はまたしても猫の写真集

の紹介です。『東京猫物語』は、三人の写

真家が東京の『街』『湾岸』『島』の猫に

絞って撮影した作品集です。とても躍動的

で、表情のある猫達が魅力的です。 

トラのブログには、太陽開発のＨＰからお入り下さい。 

 

一方、我が家には超箱入り猫のトラとブルーの

二人のお嬢がおります。写真集を出すまではい

きませんが、この度弊社のＨＰの中でブログを

書くことになりました。どうぞ、一度覗いてみて

下さい。 

    太陽開発  検索 ｸﾘｯｸ!! 

中古マンションサーチ 

   http://mansion.taiyou1991.com/   

戸建サーチ   
   http://ikkodate.taiyou1991.com 

賃貸サーチ     
   http://www.taiyou1991.com/ 

はじめまして 川越トラと申します 

ﾌｧﾐﾘｰ 

ｻﾝﾃｨｱｺﾞ大聖堂 


